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本部は１２月１５日平成２４年３月ダイヤ修正について提案を受けました。 

今回のダイヤ修正は、３月１１日に発生した「東日本大震災」の影響による輸送体系、瓦礫輸

送列車の新設、紙列車のコンテナ化、石油列車の輸送体系見直しが検討されています。しかし貨

物労組は、３本柱を基本に東日本大震災からの教訓を活かし安易な要員削減ありきの施策は認め

ず、安全最優先の職場風土の確立に向けて「安全・ゆとり・健康」が担保される労働条件の確保

を目指します。 

平成２４年３月ダイヤ修正に関する申し入れを行い、組合員の要求解決を目指し交渉を行いま

す。以下、２４年３月ダイヤ修正の主な内容は以下の通りです。 

 

≪平成２４年３月ダイヤ修正の主な内容≫ 
１．コンテナ輸送 

①「東日本大震災」の影響に伴う輸送体系の見直し 

②荷主の復旧見込みの丌明な部分等について臨時・季節列車化 

③瓦礫輸送専用列車の新設 東北⇔関東間 

④富士・吉原・春日井地区の紙列車コンテナ化 

２．車扱列車 

①石油業界の経営統合業務提携、精製工場の統廃合による発地変更 

②車扱列車の統廃合 

３．その他 

①トラック活用（ＯＲＳ化）六原、友部、水戸 

②駅設備改良（架線増設）南長岡、富士、熊本 

③入換動車化 西浜松 

４．列車計画の規模 

①現行と比べ１日あたりの列車キロでコンテナ列車が 1,604.8km の減、車扱列車が

4,607,0km の減で、合計すると 6,211.8km の増となります。 

②年間の輸送量は、コンテナ列車で２,２０９．０万トン、車扱列車で９０９．０万トン、合計

で３１１８．０万トン、対前年比で△１４万トンです。 

５．ダイヤ修正日  平成２４年３月１７日（土） 

 

平成２４年ダイヤ修正は「経営自立計画」及び「飛躍」に基づき減量経営に傾斜した内容とな

っています。中央本部は安易な職場の統廃合や要員削減ありきの施策は認めません。また、これ

までの懸案事項の①２分乗継の解消。②在宅休養時間・折り返し休養時間の改善。③ＯＲＳ化導

入の根拠。を明らかにしていきます。今後申し入れを提出し要求の前進に向けて団体交渉を取り

組みます。 

以 上  

 


